
建設工事の安全対策について

静岡県交通基盤部
富士土木事務所
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１．工事事故発生状況

２．建設工事等事故防止重点対策

３．事故事例から事故原因と再発防止策の確認
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ハインリッヒの法則

【ハインリッヒの法則 1：29：300】

○重大事故をなくすことは極めて重要です。しかし、重大事故のみに着目するだけでは
不十分です。

○「小さな事故」や「ヒヤリハット」に目を向けて改善・削減することで重大事故を未然に
防ぎましょう。

～小さな事象を見逃すと大きくなって返ってくる！～

－3－



令和５年度工事事故のタイプ別発生件数

ＮＯ 事故のタイプ 件数 土木 下田 熱海 沼津 富士 静岡 島田 袋井 浜松
田子
港

清水
港

焼津
漁港

御前
崎港 本庁 農林 賀茂 東部 富士 中部

志太
榛原 中遠 西部

1 労災・挟まれ・巻き込まれ 2 2 1 1 0

2 労災・切れ・こすれ 1 0 1 1

3 労災・墜落・転落 1 0 1 1

4 労災・転倒 0 0 0

5 労災・飛来・落下 1 1 1 0

6 労災・崩壊 0 0 0

労災事故　計 5 3 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 1

7 労災軽微・挟まれ・巻き込まれ 2 2 1 1 0

8 労災軽微・切れ・こすれ 2 2 1 1 0

9 労災軽微・墜落・転落 2 2 1 1 0

10 労災軽微・転倒 2 2 1 1 0

11 労災軽微・飛来・落下 0 0 0

12 労災軽微・熱中症 2 1 1 1 1

軽微な傷害事故　計 10 9 0 0 3 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0

13 傷害・第三者人身 1 1 1 0

14 物損・その他 7 7 1 4 1 1 0

15 物損・ダンプ事故 1 1 1 0

16 物損・交通遮断 1 1 1 0

17 物損・上空施設破損 10 10 1 3 1 2 2 1 0

18 物損・地下埋設物 6 4 2 1 1 2 1 1

19 物損・飛び石 4 4 1 2 1 0

公衆災害　計 30 28 3 0 10 2 1 6 4 1 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0

20 その他（交通事故含む）・もらい事故 17 16 2 3 1 0 7 2 1 1 1

その他・もらい事故　計 17 16 0 2 3 1 0 7 2 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1

- 事故対象外 9 8 1 4 1 1 1 1 1

判定保留（調査中等） 2 2 1 1 0

合計 73 66 3 3 22 6 5 13 7 4 0 0 2 0 1 7 0 1 1 1 1 1 2

令和5年度 　建設工事事故の発生状況
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令和５年度工事事故のタイプ別発生状況
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令和５年度傷害事故のタイプ別発生件数
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令和５年度工事等事故の発生状況
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・令和５年度工事等事故の１／５が施工箇所以外の資材や重機置き場などの現場外で発生。

・令和５年度工事等事故の約１／５が、現場代理人等が不在時のオペレータ等の一人作業で発生。

【対象事故】

交通基盤部発注の建設工事・業務委託

・土木工事、建築・設備工事

・土木事務所発注の公営住宅工事
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令和５年度工事等事故の発生状況

２ 月別事故発生状況
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１．工事事故発生状況

２．建設工事等事故防止重点対策

３．事故事例から事故原因と再発防止策の確認
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１ 労働災害の防止

・高所作業の墜落・転落防止対策

・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策

・伐採・草刈り作業等の事故防止対策

２ 公衆災害の防止

・上空架線等への接触防止対策

・地下埋設物損傷防止対策

・除草作業等の飛び石防止対策

令和６年度建設工事等事故防止重点対策
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１ 労働災害の防止 ・高所作業の墜落・転落防止対策 資料１-１
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１ 労働災害の防止 ・高所作業の墜落・転落防止対策 資料１-２
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１ 労働災害の防止 ・高所作業の墜落・転落防止対策 資料１-２
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１ 労働災害の防止 ・高所作業の墜落・転落防止対策 資料１-３
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１ 労働災害の防止 ・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策 資料１-４
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１ 労働災害の防止 ・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策 資料１-５
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１ 労働災害の防止 ・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策 資料１-６
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１ 労働災害の防止 ・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策 資料１-６
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１ 労働災害の防止 ・機械・器具との接触・挟まれ事故防止対策 資料１-６
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１ 労働災害の防止 ・伐採・草刈り作業等の事故防止対策 資料１-７
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２ 公衆災害の防止 ・上空架線等への接触防止対策 資料２-１
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２ 公衆災害の防止 ・上空架線等への接触防止対策 資料２-２
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２ 公衆災害の防止 ・上空架線等への接触防止対策 資料２-３
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２ 公衆災害の防止 ・地下埋設物損傷防止対策 資料２-４
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公衆災害の防止 ・除草作業等の飛び石防止対策 資料２-５
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１．工事事故発生状況

２．建設工事等事故防止重点対策

３．事故事例から事故原因と再発防止策の確認
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・土木工事安全施工技術指針（国土交通省技術調査課）

・建設工事公衆災害防止対策要綱の解説（国土交通省技術調査課）

・建設機械施工安全マニュアル（国土交通省建設施工企画課）

・斜面崩壊による労働災害の防止対策に関するガイドライン（厚生労働省）

・安全サポートマニュアル（国土交通省中部地方整備局企画部）

・安全管理○×写真集（国土交通省中部地方整備局企画部）

<参考>安全対策の参考となる資料
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※国土交通省中部地方整備局企画部 安全管理○×写真集VER.2より抜粋
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※国土交通省中部地方整備局企画部 安全管理○×写真集VER.2より抜粋
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